安全で安心な暮らしを支えるために

（各種感染症マニュアル）

平成１９年３月

神戸市老人福祉施設連盟
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Ⅱ　技術的な対応

各施設で整備されている感染症ごとの技術的対応を収録してください。

はじめに

この度、神戸市老人福祉施設連盟では、利用者の『安全で安心な暮らしを支える』

ために、施設での実践的活用を目的とした各種感染症に対するマニュアルを整備する

こととしました。

感染症に対する抵抗力が弱い高齢者が多人数で利用する私たちの施設は、感染症

の発生や拡大防止について常に注意を払わなければなりません。

また、感染症の中には、ＳＡＲＳや新型（鳥）インフルエンザのように、新型ウィ

ルスの出現により発症するものもあることから、常に最新の情報に基づいた対策を検

討しておく必要があります。

当マニュアルは、① 感染症は完全に防ぐことができない。② その種類によっては

利用者の生命に著しい影響を与えることがある。③ 発生と後の対応を誤れば施設に

対する信用失墜を招き、その後の運営に回復し難い影響を及ぼすことがある。との

認識のもとに、その予防と発生時の対応等について、いくつかの症例を取り上げて具

体的な処方を取りまとめました。

各施設での取り組みの参考資料として活用してください。

【職員の心得】

	感染症や食中毒は何の前ぶれもなく発生するものではありません。

感染症や食中毒が発生するには、必ず感染ルートと原因が存在します。


【職場での検討内容】

	


Ⅰ　職員の心得

1．主な感染症の種類と態様

高齢者施設で集団感染が発生したものとしては、次のような感染症があります。

また、これらの事例については、過去の経験により、その発生と拡大の防止を図る

ことができます。

－ １ －

(1) 感染方法による区分

① 飛沫感染するもの

インフルエンザに代表されるような菌やウィルスで、咳やくしゃみなどで飛沫し、

約１ｍの範囲内で接触する人から人へと感染するのが特徴です。

菌やウィルスに質量があることから、いつまでも空気中に漂うことなく、約１ｍ

　　　の範囲内で床に落ちてしまうので、マスクの着用や隔離により感染力を弱めること

ができます。

② 接触感染するもの

ＭＲＳＡ（メシチリン耐性黄色ブドウ球菌）やノロウィルスのように、手指・食

　　　材・食器などを介して伝播するのが特徴です。食中毒の原因となるサルモネラ菌な

ども接触感染の代表的なものと言えます。

接触感染は感染ルートと原因を特定することにより、拡大・伝播を遮断すると、と

もに日頃の注意でリスクの大部分を回避することができるのが特徴です。

③ 空気感染するもの

結核菌や水痘ウィルスのような非常に軽い菌やウィルスが、咳やくしゃみなどで

飛沫し、肌で感じられない程度の空気の流れでも拡散・伝播するのが特徴です。

人に移された実感がなく、廊下や食堂などの比較的広い場所でも感染することが

あるので注意が必要です。

不特定多数が集まる場所や人ごみの中に出て行かないようにすることで、感染の

機会を回避することができます。

【職員の心得】

	感染症や食中毒は、日常業務における『馴れ』と『気の緩み』で発生します。


【職場での検討内容】

	


－ ２ －

 (2) 感染症の種類と一般的な感染経路

	区　分
	名　称
	一般的な感染経路

	飛沫感染
	インフルエンザ
	人から人（新型インフルエンザも可能性は否定できない。）

	
	レジオネラ
	空調機器から飛散する水、循環式浴槽の湯、加湿器の蒸気

	
	肺炎球菌
	人から人（稀に接触感染もある。）

	接触感染
	ＭＲＳＡ
	感染者または感染者が使用している衣類・寝具や品物

	
	疥癬
	

	
	食

中

毒
	ノロウィルス
	汚染された貝類等の経口摂取・他の食物への付着

	
	
	Ｏ１５７
	人や食材

	
	
	腸炎ビブリオ
	

	
	
	サルモネラ
	

	
	
	ポツリヌス
	

	空気感染
	結核
	人から人（稀に接触感染もある。）

	
	ノロウィルス
	嘔吐物や便が乾燥して空気中に拡散


2．主な感染症の拡大・伝播の防止についての考え方

感染症が拡大・伝播するためには、感染源と感染経路が必要です。

このことから、感染源と感染経路を特定して早期に遮断すれば拡大・伝播を最小限

に食い止めることができます。

(1) 感染源とは

感染症を引き起こす細菌やウィルスに感染している人（感染者）や物であって、

人に関しては、発症した利用者に限らず、物品を納入する業者、面会に来る家族、

勤務する職員やボランティアが感染源となります。稀にペットが感染源となる場合

もあります。

もう一方の物については、排泄物（嘔吐物・便・尿）、分泌物、食材、感染者が使

用した食器やタオルなどが感染源となります。

(2) 感染経路とは

飛沫感染・接触感染・空気感染ごとに違いはあるが、基本的には感染者や細菌等が

付着した物が感染していない人の傍に近づき、細菌やウィルスを移す経路が感染経路

です。

旅館やホテルと違って、通年の運営を基本とする高齢者施設においては、感染症の

　　　発生を理由に業務を中断することが難しいことから、症状の早期発見と感染経路の特

　　　定が拡大・伝播防止の最も効果的な手段です。

－ ３ －

 (3) 拡大・伝播防止の基本

感染症の発生・拡大を防止するには『感染源を持ち込まない（予防）』『感染源

を広げない（遮断）』『感染源を持ち出さない（封印）』ことにつきます。

目に見えない細菌やウィルスを完全に除去することができない以上、利用者の体

調の変化などから、早期の発見に努めなければなりません。

【職員の心得】

	職員が細菌やウィルスの運搬人にならないようにしなければなりません。

自身の体調に変化がある場合は、ただちに管理者に報告しましょう。


【職場での検討内容】

	


３．平素から注意すること

もっぱら冬場に発生するインフルエンザや感染性胃腸炎（ノロウィルス）について

は、時期の到来に合わせて注意を喚起することができますが、事例にあげた他の感染

症については、季節に関係なく、いつでも発生する可能性があります。

先に述べたとおり、感染症の多くは必ず人が直接または間接的に関わっていること

から、日頃から職員が予防と早期発見に努めることで、発生・拡大を最小限に食い止

めることができます。

(1) 予防について

予防の基本は、きめ細かい｢うがい｣と｢手洗い｣です。

家に帰れば｢うがい｣と｢手洗い｣というように、出勤時にも｢うがい｣と｢手洗い｣を励

行し、職員が細菌やウィルスを施設に持ち込まない。施設から感染源を持ち出さないよ
うにすべきです。

また、マスクの使用についても、感染者が使用するのは当然ですが、拡大・伝播防

止のためには、感染していない職員や利用者も積極的に使用することが大切です。

そのほかにも、細菌やウィルスは搬入物や食材にも付着して施設に侵入します。

－ ４ －

中でも食材については、集団食中毒を引き起こす恐れが強いことから、洗浄等の処
理を十分に行ったうえで調理場に入れるなど、その取り扱いに注意が必要です。

(2) 早期発見について

早期発見は、感染の拡大・伝播防止と利用者の生命と安全を守るうえで最も大切な

ことです。

直接処遇職員であるかどうかに関わらず、利用者の食事摂取量のほか、普段と違う

素振りや表情の変化等に対して常に『気付き』の姿勢を持つことが大切です。

そして、変化に気付いた場合は管理者に速やかに報告する必要があります。

一刻の遅れが後の対策に大きな影響を与えることから、管理者が不在の場合や夜間

においても連絡が取れる体制（緊急連絡網）を整備しておきましょう。

(3) 情報の共有について

早期発見に係る報告を受けた場合は、その内容を精査するとともに、すべての職員

　　や利用者に状況を速やかに伝達しましょう。

これにより、知らないうちに感染源に接触した人が新たな感染源となることを未然

に防止しなければなりません。

【職員の心得】

	早期発見のため、日頃からの利用者の観察と気付きに心掛けましょう。

管理者や関係機関への迅速な連絡に心掛けましょう。


【職場での検討内容】

	


４．発生が疑われる場合の対応

(1) できることを速やかに行う

感染症や食中毒が発生した場合や発生が疑われる場合には、施設内でできることを

速やかに実施することが大切です。

－ ５ －

具体的には、次の対応を検討してください。

　　　① 排泄物・嘔吐物の処理を徹底する。

　　　② 施設内の消毒を行う。

　　　③ 感染者の隔離を行う。

(2) 発生状況の記録

　　感染源と感染経路を特定するには、時間の経過に合わせた状況の変化を詳細に記録

することが重要です。また、記録の作成にあたっては、一人でも多くの関係者に聴聞

を行って、より精度の高い記録とすることが大切です。

　精度の高い記録は、後に専門家の適切なアドバイスを受けるためにも重要です。

(3) 医療機関の受診

　　発熱・嘔吐・下痢・けいれん等の症状が見られる者については、できるだけ早く医

療機関に受診するようにしましょう。

　また、上記の記録により発生日を特定し、その日以降の面会者は勿論、出勤してい

ない職員についても状況を把握して必要な指示をしましょう。
(4) 関係機関への通報

すべての感染症に共通することとして、発生が疑われる初期の段階で関係機関に通

報することには抵抗感があり、しばらく様子を見ようとする傾向が見受けられます。

しかし、感染症の拡大・伝播はその間にも着実に進行し、通報の遅れが結果的に甚

大な被害をもたらすこととなります。

食品メーカーにおける事実の隠匿や公表の遅れによる消費者の信用失墜事例を持ち

出すまでもなく、通報が無駄になっても早期に通報して専門的なアドバイスを受ける

ことが大切です。

	※　神戸市では次の各機関に連絡しましょう。

① 神戸市保健所　　　　　　　　　　　　　　℡　２６１－８１００
② 神戸市保健福祉局高齢福祉課　　　　　　　℡　３２２－６３２６
③ 各区のあんしんすこやか係


職員の心得のまとめ

　　感染症の発生の防止と発生した場合の拡大・伝播の防止が施設運営において重要なこと

についてご理解いただけたことと思います。

　　感染症については、施設内事故防止として既に取り組んでおられる「ヒヤリハット」と
共通する『リスクマネージメント』の視点で捉えることが重要です。

　　何気なく行っている普段の業務や職場環境を、職員全員でもう一度見直すことにより感
染症の発生を防止して、利用者に安全で安心な暮らしが提供できるように努めましょう。
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